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9$% � 9JQNG $QF[ %QWPVGT 㧛 ホールࡏディカウンタ 

個ੱの内部ⵍ߫くの測定装置で、体内に៨取された性‛⾰を体外から測

定する全り能測定装置。（ࡘࡅーࡑンカウンターとも߫れる。）更に検出

器の⒳㘃により、通常モニタリング用（プラスチックシンチレーシ࡚ン検出器）

と♖ኒ検査用（Ｎ㨍Ｉシンチレーシ࡚ン検出器）がある。 

Ｎ㨍Ｉシンチレーシ࡚ン検出器を用いたホールࡏディカウンタはᗵ度がᲧセ

的低いため測定時間が長い、測定結果はᩭ⒳Ფの能㊂ާ $S でި算出される。

主に線㊂⹏ଔ用に用いる。 

プラスチックシンチレーシ࡚ン検出器を用いたホールࡏディカウンタはᗵ度

が高いため測定時間が⍴い、測定結果は全ǫ（ᩭ⒳․定が出来ない）の計ᢙ₸

ާ㨏㨜ｍިで表される。主にスクーリニング用として用いる。 

 

アラームタイパ 

プロセス計算機から出力されるデータの一⒳で、異常事⽎の発生時刻等の記

録、プラントシステムの対応動作の記録等が示される。基本的にプリントアウ

トされ⚕による記録として残される。 

 

安全保⼔♽ 

原子Ἱ施設の異常状態を検知し、異常のある場合は原子Ἱ停止♽、工ቇ的安

全施設などを作動させる設備。安全保⼔♽の設備は、ᄙ重性及び⁛┙性が要求

される。 

 

インターロック 

⺋ったᠲ作によるトラブルを防止するため、必要な᧦ઙを検知し設備の動作

を⸵可したり、止したりする仕⚵みをいう。 

 

運用補ഥ用施設（用プールᑪደ） 

使用ᷣΆ料用プール設備などの入っている施設。使用ᷣΆ料用プール設

備は、福島第一原子力発電所各号機に設置されている使用ᷣΆ料プールの運用

上を確保するため、使用ᷣΆ料⾂⬿容㊂を約 250㧑から約 450㧑にჇ強する

⋡的で設備され、平成９年 10 月１日より運用を㐿ᆎしている。 

 

オフサイトセンター 

原子力災ኂ発生時に、国、自ᴦ体、原子力事業者による事故大防止のため

の応急対策、᳃の安全確保策など実施するためのὐ。オフサイトセンター

にޟ原子力災ኂ合同対策ળ⼏ޠが⚵❱される。原子力施設から２㧜㨗ｍ以内に

設置される。 

 


